　　武蔵野市訪問看護と介護の連携強化事業実施に関する協定書

　　　　　　武蔵野市（以下「甲」という。）と　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、「武蔵野市訪問看護と介護の連携強化事業実施要綱」（以下「要綱」という。）に基づき、要綱第５条の連携費の支給に関して次のとおり協定を締結する。

第１条　乙は、要綱の目的に従い、要介護者（介護保険法第７条３項）・要支援者（同法第７条４項）の在宅医療ニーズに応え、在宅生活の継続を支援するため、指定居宅介護支援事業者または指定介護予防支援事業者と事業者間との医療連携を図ることとする。
第２条　乙は、要綱第２条に規定する指定訪問看護事業者または指定介護予防訪問看護事業者でなければならない。

第３条　乙は、第１号様式または要綱第４条に規定する方法により指定訪問看護事業者から指定居宅介護支援事業者、または指定介護予防訪問看護事業者から指定介護予防支援事業者に必要な医療情報を提供した場合、訪問看護または介護予防を提供した月の翌月末日までに甲に連携費を請求する。甲は、国民健康保険団体連合会の給付実績による確認・審査の上、請求した月の翌々月10日を目途に要綱第６条及び第７条に基づき、乙の指定した金融機関の口座に振込むものとする。

第４条　乙は、事業の実施に係る協定を締結したのちに事業所の名称や所在地など請求に必要な事項の変更や、その他支給を受けられなくなった場合には、甲に対し届出するものとする。

第５条　甲は、この協定に関して必要があると認めるときは、乙もしくは乙であった者
もしくは乙の従業者もしくは従業者であった者に対し、口答又は文書で報告を求めることができる。
　　　　第６条　甲は、必要があるときは、乙と協議の上、この協定を解除し、又は、一部を改
めることができる。

　　　　　　

　　この協定の確実を図るため本書２通を作成し双方記名捺印のうえ各１通を所持するものとする。

　　　　　　年　　月　　日

　　　　

　　　　　　　　　甲　　武蔵野市緑町二丁目２番２８号

　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(武蔵野市,　　　　　　　　　　　　　)
　　　　　　　　　　　　　代表者　　武蔵野市長　　小美濃　安弘
　　　　　　　　　乙　　法 人　   住 所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　　　　　　        名 称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　   　 eq \o\ad(代表者,　　　　　　　　)　　　　　　　　　　　　　    　  　 印 
　　　　　　　　　　　 事 業 所 　住 所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

                    （法人と同じ場合は記入不要）

名 称                                       

